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議
会
だ
よ
り

重般

書信

町
月
定
例
議

道
路
新
設
改
良
・
総
合
公
園
整
備
な
ど

六
億
千
八
百
二
十
九
万
円
を
補
正

.晶圃

ノ、

第
百
四
十
八
回
重
信

町
議
会
定
例

会
は
、
六
月
二
十
五
日
に
招
集
さ
れ

六
月
三
十
日
ま
で
の
六
日
間
の
会
期

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
六
億
千
八
百

二
十
九

万
二
千
円
(
累
計
五
十

九
億
九
千
九

百
二
十
九
万
二
千
円
)
の

一
般
会
計

補
正
予
算
、
名
誉
町

民
の
選
任
、
粂

例
の
一
部
改
正
な
ど
十
四
議
案
が
審

議
さ
れ
、
全
議
案
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
『
国
民
の
祝
日

「
海
の
日
」

実
現
に
関
す
る
陳
情
書

』
と
、
『

平
成

五
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
及
び
米

の
生
産
・
流
通
等
に
関
す
る
陳
情
書
』

の
二
件
が
採
択
さ
れ
、
同
主
旨
の
意

見
書
を
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、

関
係
省
庁
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た

、

『
製
造
物
責
任
法
の
早
期
制

定
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
書
』
並
び
に
、
『
郵
政
事
業
の
現

行
経
営
形
態
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

提
出
方
に
つ
い
て

』

の
二
件
の
請
願

は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
六
名
の
議
員
か
ら

水
道
行
政
、
農
業
振
興
、
福
祉
、
公

室
宍
教
育
行
政
、
道
路
整
備
な
ど
に

.ð、
Zま

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

O

は
場
整
備
事
業八

O
、
九
六
二
千
円

。

道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

九
四
、
0
0
0

千
円

。

志
津
川
伽
呂
線
改
良
事
業

一
二
九
、
三
O
五
千
円

。

総
合
公
園
整
備
事
業

三
回
、
六
三
O
千
円

。
工
事
請
負
契
約

北
吉
井
小
学
校
浄

化
糟
新
設
工
事

を
、
五
千
百
五
十

一
万
三
百
円
で
、

有
限
会
社
「
加
藤
」
と
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た。

。
条
例
改
正

O

職
員
の
休
日
等
に
関
す
る
条

例
の

一
部
改
正

五
年
十
月
か
ら
、

町
職
員
の
完
全

週
休
二
日
制
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
に

な
り
ま
し
た

。

O

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改

正
国
保
税
の
最
高
限
度
額
を
五
十
万

円
ま
で
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
減
額
対
象
と
な
る
所
得
の

基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

。
重
信
町
名
誉
町
民
の
選
任
同
意

O

名
誉
町
民
に
、
前
重
信
町
長
の

束
村

旭

氏
(
南
野
田
)
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た

。

一…一一一一一一--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…ー

年
金
だ
よ
り

八
月
は
年
金
証
書
を

提
出
し
ま
し
ょ
う

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、

八
月
期
の
年
金
を
受
け
取
っ
た

後
、
「
国
民
年
金
証
書
」
を

町
民
課
の

国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

こ
の
時
期
に
、
受
給
者
の
方
々
の

生
存
の
確
認
、
所
得
の
状
況
、
生
計

維
持
の
関
係
な
ど
を
申
し
出
て
い
た

だ
き
、
本
年
八
月
か
ら
来
年
七
月
ま

で
の
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

決
定
さ
れ
ま
す

。

証
書
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年

金
の
支
払
期
に
間
に
合
わ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

こ
ん
な
と
き
に
届
出
を

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
ご

主
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被

保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に

加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
の

届
出

は
お
済
み
で
す
か

。

第
三
号
被
保
険
者
の
方
は
、
保
険

料
を
納
め
る
必
要
が
な
い
代
わ
り
に
、

ご
自
身
の
就
職
、
ご
主
人
の
転
職
や

退
職
の
際
に
種
別
の
変
更
・

確
認
の

届
出
が
必
要
で
す

。

届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
将
来
、
受

け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

。

今
一
度
、
奥
さ
ん
の
年
金
の
状
態

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

届
出
を
お
忘
れ
に
な
っ
て
い
る
方

は
、
速
や
か
に

町
民
謀
ま
で
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い

。
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婚姻届、出生届、

死亡届の受付や

埋火葬許可書の発行は

今まで、どおり

行います

重
信
町
で
は
、

平
成
五
年
十
月
か

ら
毎
週
土
眼
目
が
閉
庁
と
な
り
ま

す
。平

成
三
年
十
月
か
ら
す
で
に
毎
月

第
二
・

第
四
土
曜
日
を
閉
庁
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
国
や
県
そ
の
他
の
市

町
村
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
た

び
毎
週
土
曜
日
を
休
ま
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

土
曜
閉
庁
に
よ
り
窓
口
業
務
も
休

み
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
職
場
で

は
今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
婚
姻
届
、
出

生
届
及
び
死

亡
届
の
受
付
や
埋
火
葬
許
可

営
一
自
の
発

行
は
、
日
昨
日
や
休
日
の
日
と
同
様

土
曜
日
に
も
行

っ
て
お
り
ま
す

。

役
場
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
よ
り

一
層
の
行
政
サ

ー
ビ

ス
の
向
上
と
事

務
の
効
率

化
に
努
め
ま
す
の
で
、

町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

。

閉
庁
と
な
る
職
場

役
場
本
庁

今
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行
う
職
場

保
育
所

清
掃
セ
ン
タ
ー

町
民
会
館

図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

幼
稚
闇
(
た
だ
し
第

二
土
曜
日
は

閉
園
)

8月と9月は

第2・第4土曜日が

閉庁日です

8月は14日、 28日

9月は11 日、 25日

福
祉
だ
よ
り

-
R白:

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
ヘ
*
:

金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦
は

昭
和
十
八
年
一
月
一
日
か
ら

昭
和
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
婚
姻
届
出
の
方

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

重
信
川

で
は
、
め
で
た
く
金
婚
式

を

迎
え
た
ご

夫
婦
を
、
敬
老
週
間
期

間
中
の
九
月
十
五
日
に
、
町
民
会
館

で
開
催
さ
れ
る
、
老
人
福
祉
大
会
(
式

典
・

記
念
行
事
)
に
ご
招
待
し
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す

。
金
婚
式
該
当
ご
夫
婦
に
は
、

八
月

下
旬
に
福
祉
大
会
の
案
内
を
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い

。

な
お
、
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
方
、
誤
り
が
あ
る
方
は
福
祉
諜
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
役
場

一悩
枇
謀

宮
六
凹
|

二
O
O

一

(
敬
称
略
)

〔
樋
口

〕

o

田
中
義
清
・
敏
子

〔志
津
川
〕

O

中
野
忠
良

・

寿
子

〔見
奈
良
〕

O

白
石
岩
男

・

花
子

。

臼
形
新

・

ト
マ

O

山
内
勉
・

タ
ミ
子

〔
問

窪
〕

O

東
国
男

・

須
磨
子

〔牛
洲

〕

O

井
門
新
孝

・
モ
ミ
ヱ

O

高
橋
宗
一
・

三
重
子

O

露
口
利
幸
・
ヨ

ネ

子

O

藤
田
千
代
樹

・

ハ
ツ
コ

O

森
正
寅

・

様
子

〔
播
磨
台
団
地
〕

O

篠
崎
邦
夫
・

芳
子

〔
南
野
田
〕

O

東
膜
・

マ
ス
ミ

O

大
川
筋

一
・

キ
ヌ
カ

O

高
橋
保
茂
・
節
子

O

明
賀
利
徳
・
清
美
香

〔
北
野
田
〕

O

高
見
友
之

・
ト

シ
子

〔上
林

〕

O

前
国
俊
暁

・

ミ
ヤ
コ

〔上

村
〕

O

門
田
義
光

・

タ
ツ
子
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国
保
だ
よ
り

あ
な
た
も
始
め
ま
せ
ん
か
/

健
康
ウ
ォ
l

キ
ン
グ

歩
く
こ
と
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る
運
動
で

す
。
お
金
や
暇
が
な
く
て
も
で
き
る

手
軽
で
確
実
な
運
動
で
す
。

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
(
歩
行
)
」

を
推
進
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
安

全
に
歩
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
次
の

も
の
を
用
意
し
ま
し
た
。

①
記
録
用
紙

歩
い
た
距
離
(
一
日
五
回
ず
つ
)

を
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
記
録
用
紙

は
、
重
信
町
か
ら
札
幌
市
ま
で
の
日

本
列
島
を
縦
断
す
る
二
千
五
百
加
分

記
録
す
る
よ
ヲ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
反
射
テ
ー

プ
付
き
タ
ス
キ

夜
間
歩
く
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

車
の
ラ
イ
ト
に
反
射
し
ま
す
の
で
、

遠
く
か
ら
で
も
ド
ラ
イ
バ
ー

が
確
認

で
き
ま
す
。

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

歩
く
と
い
っ
て
も
、
た
だ
ブ
ラ
ブ

ラ
歩
く
の
で
は
健
康
効
果
は
得
ら
れ

ま
せ
ん

。

ウ
オ
|

キ
ン
グ
を
運
動
と

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。

ウ

ォ

l

キ
ン
グ
の
解
説

書
で
す

。

以
上
の
三
点
を
町
民
課
に
て
希
望

者
に
配
布
し
ま
す

。
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記念メダル進呈
歩いた距離が500切になれば銅メダル、 1 ， 500km

で銀メダル、 2 ， 500kmのゴール到達者には金メダル

を進呈します。

以前から歩いている方も、これから歩こうと思

っている方も健康づくりのため 「ウォーキング」 し

てみませんか。

詳しくは、町民謀関係係まで。

困
固
困

国

固

お
と
し
よ
り

健
康
相
談
室

「
お
と
し
よ
り
」
と
そ
の

家
族
を
対

象
に
、
心
と
身
体
の
健
康
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
自
分

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
ボ
ケ

に
関
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
ま
す

。

お
気
軽
に
利
用
し

て
下
さ
い

。

対
象
・
町
内
在
住
の
老
人
及
び
そ
の

家
族

受
付
時
間
・

午
後
二
時
i

四
時

場
所
・

役
場
保
健
婦
室

担
当
者
・
医
師
、
保
健
婦

料
金
・

無
料

内
容
・
個
別
で
相
談
に
応
じ
必
要
な

指
導
及
び
助
言
を
行
い
ま
す

。

※
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。

宮
六
回
|

二
0
0

おとしより健康相談室日程表

平成 5年 9 月 6 日 (月)

10月 4 日 (月)

11 月 1 日 (月)

12月 6 日 (月)

結
果
報
告
会

基
本
健
康
診
査
を
受
け
た
方
は
、

結
果
報
告
会
を
下
記
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
お
こ
し
下
ざ
い

。

都
合
で
報
告
会
に
参
加
で
き
な
い

場
合
は
、
後
日
結
果
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

日
程
・
場
所
・
内
容

別
表
の
と
お
り

対
象
者

健
診
を
受
け
た
方

持
参
品

健
康
手
帳

報
告
会
日
程
表
(
後
半
)

月 日 場 所 時間 ・ 内容

8 月 30 日(月) 下林集会所 9: 30-11: 00 
①講演

9 月 2 日(柑 重 信 町民会館
(9: 30-10: 10) 
「成人病の予防」
医師

9 月 16 日(榊 上林公民館 ②結果通知書の説明
(10:10-10:30) 

9 月 20 日(月) 南野田公民館 保健婦
③個別指導

10月 4 日開) 重 信 InT 民会館
(10:30 ー)
医師 ・保健婦



ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
B
C
G

接
種
の
ご
案
内

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、
結

核
の
感
染
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

B
C
G

接
種
は
、
結
核
の
発
病
を

予
防
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
予
防
接

種
で
す
。

乳
幼
児
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
・

B
C
G

接
種
を
受
け
る

よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

実
施
要
項
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

場
所

町
民
会
館

持
参
品

母
子
手
帳
・

印
鑑

注
意
事
項

①
重
信
町
に
住
民

票
の
な
い
方
、
母

子
手
帳
の
提
示
の
な
い
方
は

、

予

防
桜
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
当
日
は
、
お
各

一の
体
温
を
測
っ
て

き
て
下
さ
い
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま

し
た

ら
、
役
場
保
健
婦

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

。

宮
六
四
|

二
O
O

一

1 5 1官官ιけあぶ

l ツベルクリ ン反応検査|
↓ 2 日後

ツベルク リ ン反応検査・判定

結↓果
性 (0 -4 mm) 

性(lOmm以上)

性 (lOmm以上)

ツベルクリン反応検査・ (再)

↓ 2 日後

ツベルクリン反応検査 ・判定

結↓果
性 (0 -4 mm) 

疑陽性 (5 -9 mm) 

疑陽性( 5 -9 mm) 

F会

ド易

ド会

陽

月 日 時間 工頁 自 戸す 象

9 月 1 日 ツベルクリン
平成時三6月 l 日~平成5年

ゃω 反応検査
5月 3 1 日生まれの者及び4
歳未満の未検査者

ツベルクリン 9月 1 日にツベルクリン反
反応、検査 ・判定 応検査を受けた者

9 月 3 日
---- ----ー ーー ーー骨 ー ーーー ーー ーーーーー ーーーー- - - -ゅーーーー 骨 ー 曲 ーーー

(~ 
ツベルクリン反応検査 ・

BCG核種 判定の結果、陰性の乳幼

いずれも ノl 日」

14 : 00-
14 : 30 9月 3 日 のツベルク リ ン反

9 月 7 日 ツベルクリン
応検査の結果、疑陽性 ・陽

(刈 反応検査(再)
性の乳幼児

ツベルクリン反 9月 7 日にツベルクリン反
応検査・判定(再) 応検査を受けた者

9 月 9 日
ー ーーー ーー ーーーー- - “ーーー ー ー ーーーー ーー ーー ， ・ ・・ ー ーーーーーーーー ーーーー ー

(木)
ツベルクリン反応検査・

BCG接種 判定の結果、陰性の礼幼
ノ! 日し

結
核
・
肺
が
ん
検
診
(
二
次
検
診
〉
の
ご
案
内

六
、
七
月
に
実
施
し
ま
し
た
結
核
・

肺
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

は
、
次
の
と
お
り

二
次
検
診
を
行
い

ま
す
の
で
、
受
診
し
て
下
さ
い
。

対
象結

核
検
診
・
・
・
十
八
歳
以
上
の
住
民

肺
が
ん
検
診

・
・
四
十
歳
以
上
の

住
民

(
た
だ
し
、
学
校
、
職
場
、
病
院
等

で
受
診
し
た
者
は
除
く
)

料
金魚

料

検
診
内
容

結
核
検
診
・
:

胸
部
レ
ン
ト
ケ

ン

撒
影

肺
が
ん
検
診
・
:

問
診
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影

受
診
方
法

六
月
に
配
布
し
ま

し
た
個
人
通
知

書
を
検
診
時
に
持
参
し
て
下
さ
い

。

肺
が
ん
検
診
受
診
者
は
添
付
の
問

診
票
を
記
入
し
持
参
し
て
下
さ

い
。
個
人
通
知
書
の
な
い
方
は
直

接
検
診
会
場
へ
お
こ
し
下
さ
い
。

検
診
結
果

O

異
常
の
な
い
方
に
は
、
結
果
通

知
し
ま
せ
ん

。

O

精
密
検
査
の
必
要
な
方
に
は
通

知
し
ま
す
。

注
意
事
項

一
、
ボ
タ
ン

、

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、

金
具
等
の
つ
い
た

服
装
は
避
け

て
下
さ
い
。

二
、
女
性
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ

ジ

ャ
l

、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
T

シ
ャ
ツ

等
を

着
用
す
る
と
便
利
で
す
。

月日 場所 時間

上林公民館 午前9:00-9:10

下林 集会所 午前9:30-9:50

町 民会館 午前10:30-11: 20 

9 月 6 日何)

南野田集荷場 午後1: 20-1 ・ 30

南吉井小体育館 午後2:00-2:30

北吉井小体育館 午後3 : 10-4 :00 

結核・肺がん検診日程表

世ご者11合のよい場所で受診 して下さ い。



すι4すめぶ・ 6 ・

胃
、
か
ん
・
大
腸
が
ん
横
診
の
ご
案
内

問
円
が
ん

・

大
腸
が
ん
検
診
を
次
の

と
お
り

実
施
し
ま
す

。

初
め
て

の
方
も
お

気
軽
に
検
診
を

受
け
て
下
さ
い

。

対
象四

十
才
以
上
の
住
民

料
金O

胃
が
ん
検
診

自
己
負
担
五

O
O
円

〈
町
負
担

三
、

二
O
O
円
〉

O

大
腸
が
ん
検
診

自
己
負
担
五

O
O
円

〈
町
負
担

一 、

0
0
0
円
〉

持
参
品

O

健
康
調
査
票
(
申
し
込
ま
れ
た

方
へ
事
前
に
送
付

。

)

O

検
体
セ
ッ

ト
(
大
腸

が
ん
検
診

を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、

事
前
に

検
査
セ
ッ

ト
を
送
付

。

採
便
し
た

も
の
を
、
検

診
会
場
で
回
収

。

)

(下記の要領で2日間 (2回)便をとります~)

置
を
ふ
告
と
っ
た
桂

大腸がん検診
便のとり方は簡単です，

怒いmM
a
'F
φ
 

検
診
結
果

約
一
ヶ
月
後
、

知
し
ま
す

。

申
し
込
み
方

法

福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い

。

宮
六
四
|

二
O
O

一

※
胃
が
ん
(
単
年
)
検

診

毎
年
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す

。

※
回
円
が
ん
(
モ
デ
ル
)
検

診

一
度
申
し
込
み
さ
れ
る
と
、
そ
の
後

は
、
取
消
し
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、

健
康
調
査
票
を
直
接
送
付
し
ま
す

。

※
胃
が
ん
検
診
車
2

台
の
日
は

、

男
女
別
に
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
を

受
診
で
き
な

い
人

①
問
問
の
病
気
で
治
療
中
の
人

②
胃
の
手
術
を
受
け
た
人

③
妊
娠
中

の
人

※

①
、
②
の
人
は
、
か
か
り

つ
け

の
病
院
で
定
期
検
診
を
受
け
て
下

支
」
い
。

受
診
者
全
員
に

通

-

を
い
使
さ

Wゆ
だ

分
〈
余

Z

・
・
・
・
・

E
E
E

・

E
す
っ

司

岨
ら
と

-
r

a

u
き

力

d

/ 

開

{正しい便のとり方 |
鰻初に.ラベルに氏名と(!湾
1;'割腹した目そ記入しまτ九

t
、
、
1

c

'

、

、

唱

す
作

皐
ゆ

る
D

t

取

の

き

色
奴

の
を

ι
叫

で
ク
匂

y

u
aイ

リ
テ
チ
ス

置
を
ふ
き
と
る
悶•••• 

〈 日程・場所〉

下記のことに注意して、指定場所へ出して下さい。
回収時間

8月 28 日出午前10時まで
(回収日以外の日には出さないで下さい。 )

回収する粗大ごみ
テレビ、冷蔵庫、洗たく機、自転車、ミシン、ベッ

ド、机、イス、 家具、 ふとん、 じゅうたん等。
(その他のものについては事前に福祉課へお問い合
わせ下さい。)

注意事項
一般ごみ、不燃物(カン ・ビン類)は、従来通りの日程

で回収します。組大ごみの回収には出さないで、下さい。

ゴム製品 ・ ビニール等(うすいアゼシート・ハウス
用ビニールシー ト)などの産業廃棄物及び事業所か
らの排出はお断りします。
原付・ オートパイは回収しません。販売店などに処

分を依頼して下さい。
粗大ごみの中には、まだまだ利用できると思われ

るものがたくさんあります。出す前にもう一度利用
できないか百寵言忍しましょう 。

次の回収日は 10月 28 日 (木)です。

粗大ごみ岡眠考

-検診車2台
9月 7 日
9月 13日 ・ 14日
16 日 ・ 17 日

備受付時間

7: 30-9: 30 

所

重信町民会館

場手呈

9 月 7 日・ 8 日

日

8:40-10:00 

巡回一日赤十字
受講生募集グ

日赤重信In-J 分区では、 5月に行 っ た赤卜字募金運動の遼元

卒業として、本年 も松山赤十字病院のttlJJ] で 「巡回一 日赤

卜字」 を 間側・いたし ます。お気峰にご参加l下さい。

・日 時 9月 8 日 (村 1 3 : 00-16 : 30 

・ 場 所 |町 民会館 2階大ホール

・ 内 容 。講演 r)]ì~卒中について 」

。各種講習

。検尿 ・血液iR11定

。その他健康相談

・主催
日本赤十字社重信111] 分区

日 本赤十字社愛媛県支部

松 J_LJ赤卜字病院

愛媛県赤十字血液センタ ー

・共催

重信IIIT赤十字奉仕団

お問い合わせ

役場初羽1:謀

fi64-2001 内線254

11 月 16 日 ~18 日

※ I{j' がん検診耳12台の1'1 は、男女別に検診が受けられます。

組大ごみの回収場所

地 区 J也 区

山 之 内 荒木谷，~ス停 牛調l 団地 ポンプ家横

樋 口 公民館凶f!liJ f居磨台団地 公民館南{flil

横河原 一本松
上樋団 地

牛洲団地駅

志津川 グフンド 北京入口
志津 川

八反地墓地南東iJliJ 南野日! !tF庇IU毛布背場

西 岡
公民館 北野 111 大地泉南

池ノ下公民館 北野台団地 集会所l'Vi

見奈良 公民館 新 村 役協支所T桁 {llil

庇l �'ilt 
集荷場

宇t 止本
おんじ -t;m

:!i.':手茶阿 1;北 f!liJ 蔵tR所村{

閃 11 団地 i控閲地 fií j 下 林 下林集会jifr

測
公民館 」ニ 村 ~協支所二|仁f!!IJ

椴池公民館



税
務
だ
よ
り

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
に
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す

。

こ

の
所
得
税
は
、
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
な

ど
の
支
払
い
を
受
け
る
と
き
に
源
泉

徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。

そ
の
た
め
、
自
分
の
税
金
が
ど

の
よ

う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
の
か
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
人
も
な
か
に
は
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う

。

そ
こ
で
、
サ
ラ
リ

ー

マ
ン
の
給
与

に
対
す
る
所
得
税
に
つ
い
て
、
そ
の

計
算
の
仕
方
な
ど
を
説
明
し
ま
し
ょ

。

、
「
ノ

{
一
年
間
の
給
与
所
得
に
対
す
る
所

得
税
の
計
算
】

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
支
払
い
を
受
け

た
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
な
ど
は
給

与
所

得
に
な
り
ま
す
。

一
年
間
の
給
与
所
得
に
対
す
る
所

得
は
、
ま
ず
、
そ
の
年
に
支

払
い
を

受
け
た
給
料
や
ボ

ー

ナ
ス

な
ど
の
収

入
金
額
か
ら

「

給
与
所
得
控
除
額
」

を
差
し
引
い
て
給
与
所
得
の
金
額
を

計
算
し
ま
す
。

次
に
、
こ
の
給
与
所
得
の
金
額
か

ら
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の

「

所
得
控
除
額
」
を

差
し
引
き
、
課

税
所
得
金
額
を
計
算
し
ま
す

。

こ
れ

に
「
税
不
」
を
掛
け
て
算
出
し
た
傾

が
そ
の
年
の
所
得
税
額
で
す

。

1 7 ・官官ιけあぶ

一
、

給
与
所
得
控
除

サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
は

、
勤
務
に
伴

う
費
用
な
ど
を
概
算
的
に
控
除
す
る

と
い
う
性
格
を
も

っ

て
い
る
給
与
所

得
控
除
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
給
与
所

尋
空
余
立
合
与

冴
専
ピ
ナ
こ
認
の

ら

i
l
l
l
j
i:
f
t
y
-
-
f
t
i
 

れ
て
い
る
も
の
で
、
事
業
所
得
な
ど

の
必
要
経
費
に
相
当

す
る

も
の
で

す
。

給
与
所
得
控
除
額
は
、
給
与
の

年
収
額
に
応
じ
て
、
左
の
よ
う
に
な

っ

て
い
ま
す

。

給与の年収額 給与所得控除額

1 ， 625 ， 000円以 F 650 ， 000円

1 ， 625 ， 000円超 1 ， 650 ， 000円以下 年収傾 X 40%

1 ， 650 ， 000円超 3 ， 300 ， 000円以下 年収額 X 30%+ 165 ， 000円

3 ， 300 ， 000円超 6 ， 000 ， 000円以下 年収額 X 20%+ 495 ， 000円

6 ， 000 ， 000円超1 0 ， 000 ， 000円以下 年収額 X 10% + 1 ， 095 ， 000円

10 ， 000 ， 000円超 年収額×・ 5%+ 1 ， 595 ， 000円
L_  

(i主) 給与の年収額が600万 JIJ未満の場合の給与令所得の金矧については、 「年末調整等のため
の給与所得控除後の給与等の金額の表」で ;jtめる こ とになっています。

二
、

税
率

税
率
は
、
課

税
所
得
金

額
に
応
じ
て
、

三
O
O

万

円
以
下

の
部
分
の
金
額
に

対
す
る

一
O
%
か
ら
、
二

、

0
0
0

万
円
を
超
え
る
部

分
の
金
額

に
対
す
る

五

O
%
ま
で
の
五
段
階
と
な

っ
て
い
ま
す

。

【
毎
月
の
源
泉
徴
収
】

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
毎
月

給
与
の
支
払
を
受
け
る
と

き

に
は

、

所
得
税
制
が
源

泉
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、

健
康
保
険
料
や
厚
生
年
金

保
険
料
な
と
の
社
会
保
険

料
は
、
給
与
な
ど
の
収
入

金
額
か
ら
差
し
引
い
て
税

額
表
を
適
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま

す
。

こ

の
税
額
表
は

、

所
情
控
除
の
ほ
か
、

配給
制 与

者
控
除
、
扶
養
控

除
、
基
礎
控
除

な

ど
の
所
得
控
除
を
月
割
額
に
直
し
て
、

こ

れ
ら
を
織
り
込
ん
で
作
ら
れ
て
お

り
、

一
か
月
分
の
給
与
の
源
泉
徴
収

税
額
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
ま
す

。

【
年
末
調
整
】

毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス

が
支
払

わ
れ
る
と
き
に
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
一
年
間
の
合
計
額
と
、
そ
の

年
の
給
与
総
額
に

対
す
る
納
付
す

べ

き
年
税
額
と
は
、

一
致
し
な
い
の
が

普
通
で
す
。
こ

の
た
め
、
そ
の
年
の

最
後
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
が

支
払
わ

れ
る
と
き
に
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
の
合
計
額
と
、

一
年
間
の

給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額
と
の

過

不
足
額
の
精
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ

の
精
算
手
続
き
を

「

年
末
調
整
L

と
呼
ん
で
い
ま
す

。

【
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告
}

一
般
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
は
、
年
末

調
整
で
所
得
税
の
納
税
が
完
了
す
る

の
で
、
改
め

て
昨
定
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
給
与
の
年
間
収
入
金
額

が
一
、
五
O
O
万
円
を
超
え
る
人
や

給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
ほ
か
に

二

O
万
円
を
超
え
る
所
帯
が
あ
る
人
な

ど
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す

。

な
お
、
確
定
申
告
を
要
し
な
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
医
療
費
控
除
や

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な
ど
が
受
け

ら
れ
る
と
き
は
、
確
定
申
告
を
し
て

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

(注
)
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
に
は
、
所

得
税
の
ほ
か
に
道
府

県
民
税
や
市
町
村
民
税
が
か
か
り
ま

す
。

こ
れ
は

一
般
に
住
民
税
(
町
県
民

税
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
前
年

分
の
所
得
金
額
を
基
準
に
し
て
税
額

が
計
算
さ
れ
、
六
月
か
ら
翌
年
五
月

ま
で
毎
月
、
給
料
の
支
払
を
受
け
る

と
き
に
税
額
の
十
二
分
の

一
ず
つ
徴

収
さ
れ
ま
す

。

• 

8月の納税

町県民税第2期

国民健康保険税第2期

納税期限 8月 31 日 (火)
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重
信
町
女
性
豊
関
宿

女
性
の
仕
事
や
地
域
活
動
な
ど
社

会
進
出
が
進
む
中

、

地
域
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
型
社
会
づ
く
り
を

着

実
に
進
め
る
人
材
(
地
域
の
リ
ー

ダ

ー
)
の
育
成
を
目
的
と
し
、
町
内
各
分

野
の
方
々
の
参
加
を
得
て
、
七
月
十

五
日
、
重
信
町
女
性
塾
が
開
講
し
ま

し
た
。

女
性
塾
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

二

度
三
度
と
準
備
会
を
も
ち
、
塾
生
た

ち
が
協
議
し
自
ら
企
画
立

案
を
し
、

次
の
活
動
内
容
を
決
定
し
ま
し
た

。

一
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち

重
信
の
文
化
、
伝
統
、
施
設
等
、
足

元
か
ら

見
直
し
、
地
域
資
淑

の
活
用

方
法
を
調
査
研
究
す
る

。

二
、
高
齢
化
社
会
に
向
い
、
女
性
が

ど
う
対
応
し
て
い
く
か
福
祉
問
題
に

つ
い
て
調
査
研
究
す
る

。

三
、
地
球
規
模
で
今
問
題
と
な

っ
て

い
る
環
境
に
つ
い
て
、
身
近
な
、
重

信
川
、
水
質
、
ゴ
ミ

等
に
ど
う
対
応

す
べ
き
か
、
調
査
研
究
す
る

。

こ
の
ほ
か
、

町
が
推
進
し
て
い
る

花
い
っ
ぱ
い
運
動
へ
の
参
加
、
ま
た

若
者
の
各
団
体
と
交
流
会
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す

。

「

女
性
特
有
の
感
性
と
豊
か
な
能

力
を
発
揮
し
町
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
加
し
た
い

。

L
と
松
下
政
子
塾
長
を

は
じ
め
、
塾
生
は
張
り
切
っ

て
い
ま

す
。

各種講習会のご案内・・・-・・愛媛県女性職業センター主催による

経理事務(初級)
ワープロ技術

フランス刺しゅう

技術指導

講
習
会

老人 ・病人介護技術ワーフ。 ロ J支判可

内職を希望する
家庭女性など

対
再就職を希望する女性就業を希望する女性

象

科
老人 ・病人介護技術ワープロ (日商検定3級)

経理事務(商業簿記3級)

ワープロ (前4 日間)
フランス刺しゅう

9月 3 日(釦- 1 0 月 26 日 (刈

までの聞の21 日

(土曜、日曜、及び祝祭日

を除く)

毎日 9:30- 1 5:30 まで

Aコース 9月 13 日 (月) ー 1 0 月
29 日 (翁 までの聞の 21 日(毎
週3回開講予定)

B コース 9月 28 日 (刈ー 11 月
19 日 樹までの問の21 日(毎
週2IITI 開講、但し 11月は月、
火、木、金、関税予定)
(両コースとも土限、 日曜及
び祝祭 日を除 く )
毎日 9:30-15:30 まで

8月 3 1 日閃ー 10月 5 日 (刈

までの聞の21 日

(土曜、日曜、及び祝祭日

を除く)

毎日 9 : 30- 1 5:30 まで

8月 17 日 (刈 -9月 1 4 日 (火)

までの聞の 10 日

(毎週2-3 日、火、木、金)
毎日 9:30- 1 5:30 まで

日

目

時

愛媛県女性職業センター
愛媛県女性職業センタ ー

松山市総合福祉センタ ー

4企h
:z:t 

30名B コ ース各30名A、30名20名

無料(教材費一部自己負担)米1-'ú正

8 月 23 日開)
8 月 30 日 (月)、 3 1 日 (刈の2 日

間のみ 9:00-16:00 
8月 20 日 (翁8月 9 日 (月)

場
一
定

員

一受
講
料
一
申
込
締
切

印鑑持参の上、

松山市山越町450番地

愛媛県女性職業センタ ー (H23-2201) へ
申し込んで下さい。

申
込
方
法



束
村
旭
氏名誉

町
民
並
叙
勲
受
章
祝
賀
会

• 9 ・2官ιけめぶ

七
月
二
十
七
日

午
前
十

一
時
か
ら

町
民
会
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
束

村
旭
前
町
長
を
お

招
き
し
、
そ
の
偉

大
な
る
ご
功
績
を

広
く
顕
彰
す
る
名

誉
町
民
章
の
贈
呈

式
が
、
町
内
各
界

有
志
二
百
五
十
人

を
集
め
、
盛
大
に

催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
和
田
治
樹
町
長
の
あ
い

さ
つ
を
始
め
に
、
伊
賀
貞
雪
愛
媛
県

知
事
(
代
読
・
政
岡
弘
松
山
地
方
局

長
)
ほ
か
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
、
多

数
の
祝
電
披
露
に
続
き
、
束
村
旭
前

町
長
の
お
礼
の
こ
と
ば
、
最
後
に
松

尾
宏
中
島
町
長
の
発
声
に
よ
る
方
歳

三
唱
で
終
了
し
ま
し
た

。

引
き
続
き
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
終

始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
あ

ら
た
め
て
束
村
旭
前
町
長
の
ご
功
績

を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

町
長
あ
い
さ
つ

束
村
前
町
長
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
二
十
六
年
間
に
及
ぶ

地

方
自
治
に
対
す
る
ご
貢
献
誠
に
ご
苦

労
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特
に
町
長
に
ご
就
任
の
十
六
年
間

に
亘
る
重
信
町
行
政
に
対
す
る
ご
尽

力
に
対
し
、
こ
こ
に
町
民
二
万
一
千

人
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
永
い
聞
の
ご
功
績
に
対

し
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

私
共
の
こ
の
祝
賀
の
催
し
に
対
し

ま
し
て
賛
意
を
表
し
て
い
た
だ
き
ご

多
忙
の
中
を
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し

た
来
賓
各
位
並
び
に
束
村
前
町
長
と

共
に
今
日
の
重
信
町
を
築
い
て
こ
ら

れ
ま
し
た
多
数
の
先
輩
、
同
志
の

方
々
の
ご
列
席
を
得
ま
し
て
こ
の
よ

う
に
盛
大
に
祝
賀
の
式
典
を
あ
げ
ら

れ
ま
す
、
」
と
を
主
催
者
と
し
て
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
こ
の
た
び
の
勲
四
等

瑞
宝
章
の
受
章

に
対
し
ま
し
て
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
本
人
は
も
と

よ
り
奥
様
を
始
め
ご
家
族
ご
一
同
様

の
ご
栄
誉
こ
の
上
も
な
く
、
さ
ぞ
お

喜
び
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

。

次
に
名
誉
町
民
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

町
の
条
例
に
基
づ
き
ま
し
て
町
内
各

界
代
表
か
ら
な
る
審
議
委
員
会
に
お

き
ま
し
て
全
員
一
致
の
ご
推
薦
を
い

た
だ
き
、
続
い
て
去
る
六
月
議
会
に

名
誉
町
民
選
定
の
議
案
を
お
諮
り
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
を
も

っ

て
決
議
を
い
た
だ
き
第
三
号
の
名

誉
町
民

の
称
号
を
贈
り
記
章
の
贈
呈

と
な

っ

た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

束
村
氏
の
人
と
な
り
そ
の
ご
功
績

に
対
し
ま
し
て
は
今
更
私
か
ら
申
し

上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生

来
の
明
断
な
頭
脳
に
加
え
豊
富
な
行

政
体
験
を
活
か
し
、
持
ち
前
の
責
任

感
と
統
率
力
に
よ
り
、
本
町
の
教
育
・

文
化
・
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
、

重
信
町
が
今
や
県
下
第
二
の
雄
町
に

発
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十

一
年
六
月
、
助
役
に
就

任
、
高
須
賀
町
長
を
補
佐
し
、
町
長

と
と
も
に
木
町
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を

飾
る
愛
媛
大

学
医
学
部
の
誘
致
に
尽

力
さ
れ
、
こ
れ
を
成
功
さ
せ
た
こ
と

は
、
今
日
重
信
町
が
木
県
医
療
の
中

枢
と
し
て
ま
た
文
化
田
園
都
市
と
し

て
発
展
す
る
布
石
と
な
る
基
礎
を
築

か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
九
月
、
町
長
に
当

選
さ
れ
る
や
都
市
化
が
進
み
変
貌
著

し
い
重
信
町
に
と
り
ま
し
て
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
が
肝
要
と
の
方
針

を
打
ち
出
さ
れ
、
年
次
計
画
に
よ
る

生
活
道
路
の
整
備
や
ご
み
処
理
施
設

の
改
築
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、

新
し
い
住
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
町

営
墓
地
を
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
五
十
二
年
に
は
川
内
町
と
一
部

事
務
組
合
に
よ
る
常
備
消
防
の
設

置

や
見
奈
良
大
橋
新
設
工
事
の
着
工
な

ど
常
に
広
域
的
な
視
野
に
立
た
れ
て

事
業
を
推
進
さ
れ
ま
し
た

。

さ
ら
に
教
育
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

生
涯
教
育
の
理
念
か
ら
教
育
施
設
の

整
備
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
昭
和
五
十
三
年
に
北
吉
井
幼
稚

園
の
開
園
、
小
学
校
で
は
昭
和
五
十

二
年
南
吉
井

小
学
校
体
育
館
落
成
、

五
十
三
年
上
林
小
学
校
改
築
、
五
十

四
年
拝
志
小
学
校
体
育
館
落
成
と
順

次
建
設
さ
れ
、
体
育
館
は
こ
れ
で
全

校
に
整
備
さ
れ
、
こ
こ
に
県
下
に
誇

る
教
育
施
設
の
充
実
を
見
る
に
至
り
、

名
実
と
も
に
教
育
と
文

化
の
町
に
発

展
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
期
目
の
昭
和
五
十
五
年
九
月

に
は
、
「
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
町
」
を

目
指
し
、
第
二
次
重
信

町

総
会
開
発
計
画
を
策
定
さ
れ
、
次
々

と
諸
施
策
を
展
開
さ
れ
、
ま
ず
、
主

要
幹
線
町
道
の
拡
巾

を
進
め
ら
れ
る

と
と
も
に
上
重
信
橋
の
掛
け
替
え
工

事
に
着
工
、
さ
ら
に
町
営
団
地
の
建

設
も
推
進
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
八

反
地
団
地
、
五
十
七
、
五
十
八
年
に

樋
口
団
地
二
棟
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

。

教
育
文
化
の
振
興
で
は
、
重
信
中

学
校
体
育
館
を
建
設
さ
れ
る
と
と
も
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に
昭
和
五
十
六
年
町
民
会
館
、
五
十

七
年
農
林
業
者
ト

レ

ー
ニ

ン
グ
セ
ン

タ
ー
、
町
民
プ
ー

ル
、
重
信
川
緑
地

公
園
と
そ
れ
ぞ
れ
完
成
致
し
ま
し
て
、

こ
こ
に

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
拠
点

が
築
か
れ
る
と
と
も
に
子
供
か
ら
老

人
に
至
る
ま
で
の
ス
ポ

ー

ツ
・

レ
ク

リ

ェ
ー

シ
ョ
ン
施
設
が
完
成
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
昭

和
五
十
九
年
に
は
、
県

下
の
町
村
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
、
漢

字
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
汎
用

コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
ー

を
単
独
導
入
し
、
住

民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
は
か
ら
れ
ま

し
た
。
当
時
は
国
の
財
政
再
建
と
い

う
厳
し
い
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

計
画
的
か
つ
効
率
的
な
財
政
運
営
に

よ
り
ま
し
て
積
極
的
に
施
策
を
展
開

さ
れ
地
域
文
化
の
振
興
、
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ
対
策
の
推
進
及
び
生
活
環
境
の

整
備
を
進
め
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
三
期
目
の
昭
和
五
十
九
年
当
時

の
社
会
情
勢
は
、
人
口
の
高
齢
化
と

国
際
社
会
へ
の
移
行
が
見
ら
れ
、
住

民
の
方
々
の

ニ
l

ズ
は
複
雑
多
岐
に

わ
た
り
、
こ
の
時
期
に
あ
た
り
ま
し
て

ま
ず
最
初
に
手
が
け
ら
れ
た
事
業
は

町
立
図
書
館
・

歴
史
民
俗
資
料
館
の

建
設
で
あ
り
ま
し

た
。
生
活
環
境
面

で
は
、
生
活
水
の
確
保
に
努
め
ら
れ
、

上
林
地
区
へ
の
給
水
工
事
も
行
わ
れ

ま
た
、
老
朽化
の
進
む
見
奈
良
団
地
を

木
造
か
ら
鉄
筋
に
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

重
要
道
路
整
備
事
業
で
あ
り
ま
す

主
要
町
道
の
拡
巾

改
良
は
引
き
続
き

積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

昭
和
六
十
二
年
の
上
重
信
橋
の
完
成

に
続
い
て
上
村
大
橋
の
架
橋
に
着
工

さ
れ
る
な
ど
車
社
会
に
対
応
し
、
か

つ
将
来
の
高
速
交
通
時
代
に
も
備
え

た
交
通
網
の
整
備
を
着
実
に
進
め
ら

れ
た
の
で
あ
り
ま
す

。

最
後
の
第
四
期
目
を
迎
え
ら
れ
て

高
齢
化
、
国
際
化
及
び
高
度
情
報

化

が
進
む
な
か
で
主
要

町
道
の
拡
巾
改

良
を
推
進
さ
れ
、
田
窪
西
岡
線
、
牛

湖
上
村
線
の
完
成
に
続
き
ま
し
て
平

成
三
年
に
は
上
村
大
橋
が
完
成
致
し

ま
し
て
、
重
信

町
合
併
以
来
の
悲
願

と
な
っ
て
い
ま
し
た
重
信

川

へ
の
架

橋
事
業
が
完
了
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
都
市
化
の
進
む
町
内
の
良
好

な
宅
地
の
利
用
増
進
を
は
か
る
た
め
、

北
野
田
地
区
で
土
地
区
画
整
理
事
業

を
着
工
さ
れ
重
信
町
の
活
性

化
を
め

ざ
し
た
大
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
農
業
生
産
効
率
の
向
上
を

は
か
る
た
め
昭
和
六
十
三
年
上
林

地

区
の
は
場
整
備
事
業
の
着
工
や
農
村

総
合
整
備
モ

デ
ル
事
業
の
推
進
な
ど

農
業
振
興
面
に
お
き
ま
し
で
も
尽
力

さ
れ
た
ほ
か
、
本
町
の
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
と
し
て
総
合
運
動
公
園
の
整
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

氏
は

、
町
長
の
重
責
を
担
い
な
が

ら
さ
ら
に
昭
和
五
十
二
年
設
立
の
東

温
消
防
署
の
初
代
組
合
長
に
就
任
さ

れ
、
重
信
町
及
ぴ
川
内
町
に
お
け
る

消
防
業
務
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
ほ

か
、
重
信
町
土
地
開
発
公
社
の
理
事

長
も
兼
任
さ
れ
同
公
社
に
よ
る
工
業

団
地
造
成
事
業
に
も
着
手
さ
れ
ま
し

て
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
先
の
総
合
運

動
公
園
の
整
備
事
業
等
を
始
め
と
す

る
本
町
の
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
町
長
在
籍
の
十
六
年
間
に
果
た

さ
れ
ま
し
た
業
績
は
ソ
フ
ト

・
ハ
ー

ド
両
面
で
広
範
多
岐
に
亘
り
、
こ
の

間
に
本

町
が
愛
媛
県
下
の
雄

町
と
し

て
大
き
く
発
展
を
遂
げ
ま

し

た
こ
と

は
皆
さ
ん
等
し
く
賞
賛
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
郡
町
村
会
長
、
さ
ら

に
は
愛
媛
県
町
村
会
長
に
就
任
さ
れ
、

県
内
町
村
聞
の
連
絡
調
整
を
図
ら
れ

た
ほ
か
、
全
国
町
村
会
常
任
理
事
と

し
て
厚
生
省
か
ら
生
活
環
境
審
議
会

委
員
に
選
任
さ
れ
、
廃
棄
物
処
理
部

会
及
び
水
道
部
会
で
の
審
議
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
、
氷
年
の
自

治
功
労
に
対
し
、
全
国
町
村
会
長
表

彰
及
び
愛
媛
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
松
山

地
方
裁
判
所
・

松
山
簡
易
裁
判
所
の

調
停
委
員
及
び
司
法
委
員
と
し
て
現

在
ま
で
延
べ
二
百
数
十
件
の
調
停
も

行
わ
れ
、
こ
の
調
停
委
員
功
労
に
対

し
ま
し
で
も
日
本
調
停
協
会
連
合
会

理
事
長
表
彰
及
び
高
松
高
等
裁
判
所

長
官
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

。

顧
み
ま
す
と
こ
の
聞
は
、
必
ず
し

も
平
穏
な
日
々
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ご
自
身
お
っ

し

ゃ
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
常
に
ご
健
康
で

お
ら
れ
た
こ
と
や
旺
盛
な
責
任
感
に

よ
り
ま
し
て
、
就
任

以
来
百
回
近
く

を
数
え
る
議
会
に
欠
席
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
日
々
の
登
庁
も
一
度

の
休
み
も
な
く
努
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

一
同
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
賞
殿
の
人
生
の
大
半
を
重
信

町
発
展
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
改
め
て
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
日
の
ご
功
績
の
裏
に
は

貴
殿
の
心
の
支
え
に
な
ら
れ
る
と
と

も
に

、

後
顧
の
憂
無
き
ょ
う
家
庭
を
守

ら
れ
ま
し
た
奥
様
の
内
助
の
功
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す

。

ま
た
、
今
回
の
叙
勲
に
際
し
ま
し

て
去
る
五
月
に
は
皇
居
に
て
親
し
く

拝
謁
を
さ
れ
た
ご
名
誉
に
対
し
心
か

ら
お
祝
い

・申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
甚
だ
そ
の
意
を
尽
く
せ
ま
せ

ん
が
、
ご
功
績
の
一
端
を
申
し
述
べ

ま
た
重
な
る
ご
栄
誉
に
対
し
衷
心
よ

り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
、
今
後
と
も

に
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
重
信
町
の
町

政
を
見
守
ら
れ
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
し
て
私
の
お

よ
ろ
こ
び
の
こ
と
ば
と
致
し
ま
す

。

重
信
町
長
和
田
治
樹

束
村
旭
氏
の
略
歴

大
正
七
年
八
月

重
信
町

大
字
南
野
間
に
生
ま
れ
る

昭
和
十
一
年

三
月

松
山
中
学
校
卒
業

昭
和
十
四
年
九
月

陸
軍
士
官
学
校
卒
業

昭
和
四
十
年
十
二
月
1

昭
和
四
十

一
年
五
月

重
信
町
教
育
委
員

昭
和
四
十
一
年
六
月
l

昭
和
五
十
一
年
六
月

重
信
町

助
役

昭
和
五
十

一
年
九
月
i

平
成
四
年
九
月

重
信
町
長

昭
和
五
十
二
年
五
月
1

平
成
四
年
九
月

東
混
消
防
等
事
務
組
合
組
合
長

昭
和
四
十
四
年

一
月
l
平
成

二
年
三
月

松
山
地
方
裁
判
所
調
停
委
員

平
成
二
年

一
月

i

現
在

松
山
簡
易
裁
判
所
司
法
委
員

昭
和
五
十
三
年
七
月
l
平
成
五
年
七
月

重
信
町

州
民
業
委
員
会
会
長

昭
和
五
十
三
年
七
月

i

平
成
四
年
六
月

愛
媛
県
農
業
会
議
会
議
員

昭
和
五
十
凹
年
五
月
1

昭
和
五
十
六
年
四
月

温
泉
郡
川
村
会
長

昭
和
六
十
年
五
月
i

昭
和
六
十
三
年
三
月

温
泉
郡
町
村
会
長

昭
和
五
十
七
年
四
月
i
昭
和

六
十
三
年
三
月

愛
媛
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
代

表
監
事

昭
和
六
十
二
年

二
月
i

平
成
四
年
九
月

温
泉
郡
北
条
市
土
地
改
良
事
業
協
議
会

会
長

平
成
元
年
六
月
i

平
成
二
年
六
月

愛
媛
県
町

村
会
長

平
成
元
年
六
月
i

平
成
二
年
六
月

全
国
町
村
会
常
任
理
事

平
成
元
年
九
月
1

平
成
三
年

一
月

厚
生
省
生
活
環
境
審
議
会
委
員



お
私
の
之
と
ぱ

本
日
、
皆
様
に
は
公
私
と
も
大
変

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
こ
の
度
の
私
の

叙
勲
並
び
に
名

誉
町
民
章
受
章
の
祝

賀
会
に
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
ま
た

只
今
は
、
数
々
の
身
に
余
る
ご
祝
辞

や
ご
激
励
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
有
り

難
く
感
激
致
し
て
い
る
所
で
ご
ざ
い

ま
し
て
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
一
年
に

助
役
に
就
任
し
、
三
期
十
年
間
を
努

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
次
い
で
、
昭

和
五
十
二
牛
に
高
須
賀
前
町
長
の
引

退
に
伴
い
各
方
面
よ
り
ご
推
挙
を
項

き
ま
し
て
町
長
に
就
任
以
来
、
四
期

十
六
年
間
に

亘
り
栄
え
あ
る
重
信
町

1 11 ・2zιけめぶ

の
行
政
を
与
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

こ
の
間
、
大
過
な
く
努
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
町
議
会

の
皆
さ
ん
を
始
め
、
町
民
各
位
の
絶

大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
で
ご
ざ

い
ま
し
て
誠
に
感
謝
の
念
に
堪
え
な

い
所
で
あ
り
ま
す
。

又
、
私
は
幸
に
し
て
健
康
に
恵
ま

れ
、
助
役
・

町
長
を
通
じ
て
二
十
六

年
間
病
気
欠
席
は
一
日
も
無
く
、
毎

日
楽
し
く
愉
快
に
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
仕

事
の
中

で
特
に
記
憶
に
残
る
も
の
を
挙
げ
て

見
ま
す
と
、
生
活
環
境
の
整
備
と
し

て
全
町
に
簡
易
水
道
を
整
備
し
て
近

代
生
活
の
も
と
を
築
き
、
又
、
交
通

関
係
で
は
国
・

県
道
の
整
備
に
併
せ

ま
し
て

重
信
川
に
三
本
の
橋
梁
を
架

設
し
て
、
町
内
を
結
ぶ
南
北
線
の
改

良
を
計
り
ま
し
た
。

又
、
産
業
関
係
で
は
最
も
基
本
と

な
る
組
織
作
り
に
努
力
し
、
農
業
協

同
組
合
並
び
に
森
林
組
合
の
合
併
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
法

人
組
織
化
を
計
り
、
各
組
合
長
さ
ん

以
下
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
順
調
に
進
展
を
続
け
て
お
り
ま

す
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
限
り
で
ご

ざ
い
ま
す
。

更
に
、
農
業
近
代
化
の
為
、
用
水

の
確
保
・

農
道
水
路
の
改
良
を
促
進

し
、
経
営
合
理

化
の
為
に
ほ
場
整
備

を
順
次
進
め
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
国
土
の
開
発
保
全
と
そ
の

利
用
の
高
度
化
に
資
す
る
為
、
昭
和

五
十
七
年
に
開
始
し
た
国
土
調
査

は
、
順
調
に
軌
道
に
の
っ
て
進
捗
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
重
要
項
目
の
一
つ
で
あ
る

文
教
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
学

校
施
設
は
勿
論
、
中
央
公
民
館
、
プ

ー

ル
、
図
書
館
、
民
俗
資
料
館
等
を

整
備
し
新
旧
住
民
の
親
睦
を
図
り
、

生
涯
教
育
を
推
進
し
て
知
性
と
情
操

と
活
力
の
あ
る
住
民
性
を
育
て
、
各

施
設
と
も
文
化
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
町
民
の
教
養
を

高
め
る
為
に
大
い

に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
各
種
の
大
型
プ

ロ

ジ
ェ
ク

ト

事
業
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

即
ち
、
理
想
的
な
住
宅
地
形
成
の
為

に
、
三
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
、
ぶ
区
画

整
理
事
業
も
進
捗
し
て
お
り
、
又
、

地
元
に
働
く
場
所
を
求
め
る
工
業
団

地
の
造
成
、
更
に
地
域
づ
く
り
推
進

事
業
の
総
合
公
園
も
軌
道
に
乗
っ
て

参
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
二
十
一
世

紀
を
目
指
す
第
三
次
総
合
開
発
計
画

を
策
定
し
て
、
今
後
十
年
間
の
重
信

町
の
進
む
べ
き
将
来
像
を
掲
げ
て
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
大
綱
と
致
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
各
種
事
業
の
推
進
に
当

り
ま
し
て
は
、
国
や
県
の
ご
指
導
の

下
に
、
議
会
の
皆
さ
ん
を
始
め
全
町

民
各
位
の
絶
大
な
る
ご
協
力
の
賜
で

ご
ざ
い
ま
し
て
改
め
て
深
く
謝
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

き
て
、
本
日
は
和
田
町
長
よ
り
名

誉
町
民
に
推
薦
さ
れ
る
光
栄
に
浴
し

ま
し
た
こ
と
は
、
全
く
望
外
の
喜
び

で
あ
り
感
激
こ
の
上
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
不
向
不
徳
の
私
の
身
に
と
り
ま

し
て
誠
に
恐
催
し
て
い
る
所
で
ご
ざ

い
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
こ
の
感
激
を
深
く

肝
に
銘
じ
、
今
後
は
こ
の
栄
誉
に
恥

じ
な
い
様
更
に
自
覚
を
新
た
に
し
行

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
ず
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
当
た
り
、
重
信
町
の
一

層
の
発
展
と
町
民
皆
さ
ん
方
の
健
康

と
ご
多

幸
を
祈
念
致
し
ま
し
て
粗
辞

で
意
を
つ
く
し
ま
せ
ん
が
私
の
お
礼

の
ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
五
年
四
月

一

一

勲
4

等
瑞
宝
章
(
自
治
功
労
)

一

一平
成
五
年
六
月

一

一

重
信
町
名
誉
町
民
章

一

r
‘
‘
.
0
・
6
‘
e
・
o
・
0
・
0
・
6
‘
‘
‘
0
・
‘
‘
A1
9
」

旭
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東温消防署に勤務する消防職員を、次のとおり募集

します。

1.募集人員

消防職員 2名

2. 応募資格(詳細は試験案内のとおり)

(1) 昭和43年4月 2 日から昭和51年4月 1 日までに生

まれた男子で、高校卒業程度以上の学力を有す

る者

(2) 身長160cm以上、体重56kg以上、視力1. 0以上、

(矯正視力は裸眼視力が0.5以上)の者

3. 試験日

平成5年10月上旬(会場

4. 試験の種類

一般教養試験、体力試験、面接

5. 受験手続き

平成5年9月 14 日までに所定の申込書を役場総務

課に提出。 (申込書は総務課にあります。 )

6. 問い合わせ

役場総務課

東温消防職員募集あなたのハー卜を

@$'rwf}~グ
健康八一卜の日

8月 10日

健康八一ト週間

8月 10-16日

町民会館)

fi64-2001 

戦
没
者
等
の
妻
及
び

父
母
等
の
皆
さ
ま
へ

ー
特
別
給
付
金
が

継
続
支
給
さ
れ
ま
す
|

O
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え

た
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
に

改
め
て
。

O
第
十
回
特
別
給
付
金

「

い
号
」

国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻

に
、
額
面
即
万
円

。

O
第
十
四
回
特
別
給
付
金
「
い

号
」

国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父

母
等
に
、
額
面
叩
万
円

。

-

詳
し
い
こ
と
は
、

愛
媛
県
県
民
福
祉
部

高
齢
者
福

祉
課
援
護
恩
給
係

包
囲

一
!

一
一
一
一
一

(
内
線
二
五
三
四
)

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

-
・+

‘
A
，

‘
，4

‘
4

・
4

・
・4

・
4

‘
，4

・
24

・
・
4

‘
.
4

・

4

‘
.
4

a
・
4

・
4

‘

4

‘

4

・
・
4

‘

4

・
B4
，

‘

A

，

‘
，
A
，

‘
，
4

‘
，
4

J

一

川U
V
-
1
-
u漆溢
晶

渓
を
楽
し

む
よ
う
に
な
り
ま
し

一

一

、
品
、
線
認
盟
国
た
。
交
通
が
便
利
に
な
り
、
雪
渓

…

'

A
m
h
引
い
嵐
胞

の
そ
ば
ま
で
車
道
が
で
き
、

雪
渓

一

一

d
1

守

パ
ス
ツ
ア
l
で
カ
ラ
フ
ル
な
ス
キ

一

…
高
い
山
の
項
に
残
っ
た雪
渓
が
、
-
ウ

エ
ア
に
身
を
包
ん
だ
団
体

…

一
真
夏
の
強
烈
な
太
陽
を
受

け
て
白
が
、
ど

っ
と

押
し
寄
せ
る
風
景
も

一

…
銀
に
輝
く
さ
ま
は
、
心
洗
わ
れ
る
見
ら
れ
ま
す

。

こ
の
た
め
、
雪
渓

…

一
風
景
で
す
。
夏
山
登
山

の
魅
力
の
の
一
部
を
滑
走
禁
止
に
し
て
い
る

一

一
一
つ
は
、
こ
の
雪
渓
で
す
。

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

。

一

一
雪
渓
と
い
う
の
は
、
高
山
の
へ
八
月
一

1
七
日
は
、
「
観
光
週

一

一
こ
ん
だ
斜
面
や
深
い

渓
谷
を
う
ず
間

」

で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
貴
重

一

…
め
た
雪
が
、
夏
も
消
え
ず
に
残

つ

な
観
光
資
源
(
自
然
や
名
所
・
旧
跡

…

一
て
い
る
も
の
で
す

。

氷
河
の
浸
食
な
ど
)
を
一
人
一
人
が
大
切
に
し
、

一

一
作
用
に
よ
っ
て
で
き
た
カ

ー

ル
あ
と
か
ら
く
る
人
も
気
持
ち
よ
く

一

一
(
巻
き
谷
)
に
、
よ
く
見ら
れ

・
圃

楽
し
め
る
よ
う
に
、
ル
|
ル

…

一
ま
す

。

盛
夏
は
溶
け
て
し
ま

.

.

.
 
や
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
観
光
を

一

一
う
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
万

語
.

楽
し
み
ま
し
ょ
っ

。

…

一
年
雪
と
し
て
残
っ
て
い
る
も

S
E
-
-

一

一
の
も
あ
り
ま
す
。
雪
渓
は
、

コ
主
圃
・

一
表
面
が
融
解
や
凍
結
を
繰
り

E
E
-
-

一
返
し
て
、
氷
の
よ
う
に
な

っ

.

.

 
.
 

一
て
い
ま
す

。

.

.
 
.
 

…
有
名
な
雪
渓
は
、
剣
岳
(
富
山

/

塁
一
一
三
-

…

一
の
内
蔵
助
雪
渓
、
白
馬
岳
(
長
野
・

おγ

し
〈
男
監

一

一
二
E
3

-

)
r

A
必
!L可

亡
格
子
、

白

幸

一
富
山
県
)
の
白
馬
大
雪
渓
な
ど
で
戸
)
戸
内

派
皿、
清
広

入
ノ
?
危
-
バ

ハ

回
l
l
l
ャ
i

寸
トJ
戸

宇

一
す
。
特
に
白
馬
は
、
お
花
畑
が
魅
ハ

『
べJJ
蓋
一
可
申
、
で
二
一
一

一
力
で
す

。
雪
渓
の
あ
る

山
に
は
、
九

いふ
」
-
v
Fト\
A
-
一

…

一
高
山
植
物
の
群
落
が
見
ら
れ
る
こ

L
o
r
\
入
、

一

一
と
が
多
い
の
で
す

。

も
読
書
、

\

九
一
\

+

C
\
三
一一=
可
犬
、
\
山

l
e

-



d

以
前
は
、
雪
渓
ま
で
登
る
の
は

、

-
7
\
\
B

・

J

…
ほ
と
ん
ど
若
い
登

山
者
で
し
た
一
一
一一〓
、
‘

島

…

一
が
、
最
近
は
中
高
年
者
の
登
山
熱

…
が
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
人
が
雪

…

-
4・
4
‘
A，
‘.4
・
・4
・
4
・
4
・
4
‘
4
・
4
-
4
・
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a，A，
‘
，A，
‘
4
・
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・
4
・
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4
-
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・
4
・
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‘
4
‘.4
・
4
・』



若
者
塾
通
信

私
た
ち

か
重
信
町
生
活
文
化
若
者

塾
。

は
、
昨
年
か
ら
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。

「

重
信
町
を
足
元
か
ら
見
直
し
、
理

解
を
深
め
、
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り

を
押
し
す
す
め
る
。
」
と
い
う
主
旨
に

基
づ
き
、
ま
た
、
特
に
本
年
度
発
足

し
た

S
A
R
A
(
重
信
町
青
年
団
体

連
合
会
)
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
活
動

す
る
予
定
で
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
交
流
会
を
メ

イ
ン
に
、
活
動
内
容
を
よ
り
多
く
の

人
々
に
知

っ

て
い
た
だ
き
、
理
解
を

得
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
H

若
者
。
が
、
ふ
る
さ
と

重
信
に
ど
の
よ
う
な
風
を
吹
か
せ
ら

れ
る
か
、
ど
ん
な
波
が
お
こ
せ
る
か
、

メ
ン
バ
ー
全
員
、
カ
を
あ
わ
せ
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す

。

1 1 3 ・官官ιけめぶ

日
々
草
の
植
え
付
け

J
b
A
R
A
o
の

0

フ
ラ
ン
タ
|

に
種

か
ら
育
て
た
日
々
草
を
植
え
、
町
内

各
所
に
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町

内
小
・

中

学
校
な
ど
に
も
、
花
の
苗

を
配
り
ま
し
た

。

第
二
十
岡
ソ
ア
ト
、
ボl
ル
愛
好
前
期
リ
l

グ
成
績
表

部
615 413 111 )1頂

病 ア 田 下 牛 者自
/レ 窪 チ
ノ、ー、

口|ク
ト
メ 林 務1)

L 

フ ロ
、ソ 名

フ ス 、ソ A A A 

011 214 515 !日号

515 312 1 11 負
。。 。。 。。 分

5 415 414 4 間

部
615 313 211 )1頂

八 ぺゴJ=辺、 回 見 ~t 
養

チ反 ì~~ イ 1ノ』ミ、

野 L 
地 )11 グ 良 名

/レ

A A ス 窪 A 田

013 414 515 勝

714 313 212 負
。。 。。 。。 分

313 313 313 雨

部
615 413 211 )1頂

横 牛 府， 上 上 横
制l

チi可 フ 樋 河
イ

ム
原 ナ 団 原 名

B ズ i也 I也 村 A 

112 213 415 )1存 l

414 413 210 負

010 。。 。。 〆ノ71、 l 

514 414 4 1 5 聞

四
部

615 212 211 )1国

重 下 上 上 役 南
野，

回 チ

1ホ 林 止本
若 |
.'5 iふ

中 ク名
フ

学 BIB A 場 ブ

113 414 415 勝

614 313 312 負
。。 。。 。。 JノヘJ 

313 313 313 雨

五

部
615 413 211 )1隠

四 回 牛 二t 下 お画'じs、

前l 窪 i宰 チ
コ 口 lク ス 法リ 林

)11 
L 

フモ 名

フ ス B B D B 

112 2 12 416 m佐

4 1 4 413 210 負

010 。 。 。。 分

514 415 414 雨

六
部

512 212 1 順

新 医 回 横

村 窪 ~I) 
j可 チ

ノマ
ク 註jt

ワ
ク

iふ
!京

フ フ 名 |

フ 昔日 ズ フ C 

o 1 2 212 4 勝

412 212 0 負
。。 。。 0 分

4 14 414 4 雨

七
部

615 413 211 )1鼠

西 八 国 上 下 コ汲ヨ，

反 I~ キ，t チ

ゴ 林
ム

地
/レ
春 名

岡 B フ 菊 C 橋

012 213 515 )f:務

614 313 1 10 負
。。 。。 。。 分

414 514 4 1 5 雨

i¥ 
部

512 212 1 111頂

ノ 、r 見 tド て' lと与、

Jf、Z i宰 チ

ン ~I) 沸l
ム

良 )11 名

ダ B CI J D 

213 313 5 1 )勝

513 313 2 負

010 010 0 分

112 212 1 雨

カ天文一口メモす
ほし

恒星がまたたくのはなぜ?
星からの光は、地球を包んで、いる空気の}習を通りぬけ

て私達の目に腐きます。この空気の層には、強い気流に

よって濃い所と薄い所がいつもできています(空気の乱

れ)。そのため、星からの光が屈折して進みます。 こ のとき、 バ胃、\‘'‘4・
削喋まるように進んだときは明るく見え、広がるように Qコλ0)
進んだときは時く見えるので、星はまたたいて見えます。 八 め1 - ~ 

したがっ て、 宇宙(船)から星をみても 空気が無いため、 守酒~年廿イ

またたいては見えません。 口口 UU

⑧ 

⑧ 

⑧ 

⑩ 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

ふ/」
0

八
木

白
石

山
石
田

和
田

功
さ
ん

卓
夫
さ
ん

旭
さ
ん

治
樹
さ
ん

組上上下

口村村林

、*亡 、 1

f豆、
，女ー

、背

y
ン
リ

l

ズ
星
空
散
歩
。
休
み
ま
す

。
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愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
町
予
選
ク
ロ
ッ
ケ
1

大
会

六
月
二
十
七
日
、
重
信
中

学
校
運

動
場
で
愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
の
町
予
選

ク

ロ

ッ
ケ
|

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
人
一
組
、
二
十
四
チ

ー

ム
が
参

加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
し
た
チ
ー

ム
は
、
八

月
二
十
九
日
の
郡
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す

。

優
勝
チ
l

ム
の
み
な
さ
ん

一
般
の
部
田
窪

2

(右
か
ら
)

高
橋
チ
ト
シ
さ

ん

高
須
賀
始
さ

ん

蟹
江
テ
ル
ヨ
さ
ん

一
般
の
部

優
勝
田

窪
2

二
位

堀
池
A

三
位

南
野
田
B

老
年
一
部

優
勝
上
村

二
位
牛
洲

三
位

田
窪
東

老
年
二
部

優
勝
田
窪

3

二
位
牛
洲

三
位
横
河
原

B

老
年
一
部
上
村

(右
か
ら
)

越
智
賓
さ
ん

石
丸
盛
さ
ん

永
野
修
吉
さ
ん

テニスコート補修工事の
お知らせ

八月末まで、重信川緑地公園内の

テニス コート は、全面補修工事を行い ます。

ご協力をお願いし ま す。

老
年
二
部
因
窪

3

(右
か
ら

)

森
治
道
さ
ん

山
内
シ
ゲ
ノ
さ
ん

小
野
義
広
さ
ん

| 第 11固 I @⑧⑨⑨⑧⑧⑧⑧
lペア 2 ， 500円

重信町テ ニス協会事務局

(重信 !lIT教育委員会社会教育課)

〒791-02 温泉郡重信!lIT大字国窪2370番地

重信町民会館内

fi64-1500 

※参加申込書に、参加料を添えて申し込ん

でください。

9月 30 日(村

先着順、 i申込み満了

まで

重信町テニス協会

重信町教育委員会

重信町体育協会

-参加料

・ 申込方法

- 申込締切

催

援

- 玉

・後

1 0月 1 0 日 (日)、 11 日(月)

8時受付 8時30分試合開始

(雨天の場合、 17 日(日)に 11国延)

1 0 月 1 0 日 (日) . . 男子B(初級)、レデ ィ ー ス

10月 11 日 (月) .. .男子A(中級)、 ミックス

※男子Aとミックスの

かけもち出場はできません。

重信川河川敷テニスコ ー ト

(愛媛県繰化セ ンタ ー西隣)

10 月 10 日(雨天の場合 17 日)

o 男子B(初級クラス) ダフルス

O レディースダブルス

10月 11 E! (悶天の場合 17 日)

0 男子A(中級クラス)タプルス

o ミックスダフソレス

・ダブルスのみ

・ ト ーナメン 卜 方式(コ ンソ レなし)

・ 6ゲーム先取

時

所

ス

- 試合方式

- 日

- 場i

- クラ



同
和
教
育

ー
基
本
的
人
権

近
代
社
会
に
お
け
る
人
権

人
は
人
と
し
て
尊
ば
れ
る

。

こ
れ

は
長
い
歴
史
の
中
で
人
間
が
た
ゆ
み

な
い
努
力
を
つ
み
重
ね
て
き
た
結
果

生
ま
れ
て
き
た
も

の
で
、
こ
の
こ
と

を
法
的
に
保
障
し
た
も
の
が

「
基
本

的
人
権
」
で
す

。

こ
の
基
本
的
人
権
は
、
十
七

・

十

八
世
紀
の
ヨ

ー

ロ

ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ

の
社
会
で
自
由
や
権
利
の
問
題
と
し

て
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
十
九
世
紀
に

は
、
各
国
の
恕
法
に
こ
の
人
権
の
保

障
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

二
十
世
紀
に
な
る
と
、
よ
り
人
間
ら

し
い
生
活
を

営
む
諸
権
利
(
生
存
権

等
)
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
日
、
こ
の
人
権
問
題
は
、
人

類
共
通
の
も
の
に
な
り

「
世
界
人
権

宣
言
」

(
一
九
四
八
年
)
や
各
国
の
憲

法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

。

江
戸
時
代
で
は
「

人
権
の
尊
重
」

と
い
っ
た
考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た

。

し
か
し
、
明
治
に

な
る
と
、
多
く
の
改
革
が
行
わ
れ
、

四
民
平
等
の
も
と
に
古
い
身
分
制
度

も
廃
止
さ
れ
、
明
治
四
年
に
は
、
い

わ
ゆ
る

「
解
放
令
」
が
出
さ
れ
ま
し

た
が
、

人
権
尊
重
の
考
え
方
は
き
わ

め
て
低
い
も
の
で
し
た
。

「
人
権
尊
重
」
の
考
え
が
明
確
に
な

っ
た
の
は

、
昭
和
二
十

一
年
に
制
定

1 15 ・官官乙けあぶ

さ
れ
た
日
本
国
憲
法
で
し
た

。

こ
の

憲
法
で
は
、
は
っ
き
り
と
「
人
聞
の

尊
さ
」
や
「
幸
せ
に
生
き
る
権
利
」

を
う
ち
だ
し
、
基
本
的
人
権
を
保
障

す
る

こ
と
を
う
た

っ

て
い
ま
す

。

こ

の
憲
法
で
い
う
基
本
的

人
権
は
、
自

由
権
、
平
等
権
な
ど
の
こ
と
で
す

。

自
由
権
と
は
、
人
聞
の
基
本
権
で
、

人
身
の
自
由
、
思
想
や

学
問
の
自
由
、

さ
ら
に

言
論
・

学
問
の
自
由
な
と
が

保
障
さ
れ
る
こ
と
で
す

。

封
建
社
会

で
は
、
そ
の
身
分
制
度
に
よ

っ

て
身

分
や
臓
業
に
よ

っ

て
は
ほ
き
め

ら

れ

た
所
に
代
々
住
む
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
本
国
憲
法
で
は
、
居

住
、
移
転
、
職
業
選
択
の
自
由
な
ど

も
認
め
て
い
ま
す

。

平
等
権
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
の

「
法
の
下
の
平
等
」
を
い
い
、
人
権

や
信
条
や
性
別
や
社
会
的
な
身
分
や

家
柄
な
ど
に
よ
っ
て
差

別
さ
れ
な
い

こ
と
で
す
。
従
来
の

家
長
制
度
は
廃

止
さ
れ
、
夫
婦
は
同
等
の
権
利
を
有

し
ま
す

。

し
か
も
こ
れ
ら
の
基
本
的
人
権
は
、

す
べ
て
の
国
民
に
与
、
え
ら
れ
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
っ
て
も
侵
す
こ

と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
永
久
の
権
利

と
し
て
、
し
か
も
、
生
ま
れ
な
が
ら

の
権
利
と
し
て
現
在
及
び
将
来
の
国

民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す

。

人権講座(第2回・第3回〉

第2回人権講座

・ 日時 8月 17 日(火)

13 : 00-15 : 30 

町民会館大ホール

映画 「橋のなしリ 11 J 上映

(入場無料)

所
'*、

合

- 場

・ 内

....... 
宇大寿福

第3回人権講座

・ 日 時 9月 10 日佳)

19 : 30-

|町民会館大ホール

「人間の生き方と同和教育」

宇摩郡土居 IIlT

企画財政課長

江口久先生

所
題
師

場
演
講

••• 
- 受講料

第3回生き生き講座
8月 27 日(創

査の音rí 1 3 ・ 30-

夜の部 20 ・ 00-

III } 民会館第1 ・ 2研修室

講話 「こどもの人権」

重信IIl T社会教育指導員

八木光秋

時- 日

第3回目の福寿大学を次のとおり開催しますの

で、お気軽にご参加下さい。

・期日 8月 26 日(木)

・時間 午後1時30分~午後3時30分

・場所町民会館 2階大ホール

・ 内 容 「フォ ー クダンス 」

・ 講 師 日本フォ ークダンス連盟愛媛県支部

理事長長井哲朗

無料

成人バレーボール大会

所
容
師

場
内
講

••• 8 : 30-

トレーニングセンター

南吉井小学校体育館

重信中学校体育館

9月 5 日(日)時

所

-日

-場
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図
書
館
だ
よ
り

移
動
図
書
館
車

巡
回
の
お
知
ら
せ

移
動
図
書
館
車
に
新
し
い
本
を
た

く
さ
ん
積
ん
で
、
町
内
を
巡
回
し
て

い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
お

出
か
け
下
さ
い

。

決
ま
っ

た
日
、
決
ま

っ

た
時
間
に

(
日
曜
・

祝
祭
日
も
運
行
)
そ
の
場
所

に
車
が
参
り
ま
す

。

多
数
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

移動図書館車運行日程表
時間| 場 所 1 1 巡回日 1

9:30-10:00 1111 之内 高岡商店前
10:05-10:35 I 麓橋前

10:45-11:15 I 井口集会所前

1l:20-11:50 1 樋口 菖浦バス停前

13:00-14:00 I 石丸商店前

14:15-15:00 I 水田直弘氏宅前

15:15-16:00 I 横河原 駅前

16:05-17:00 I 療養所宿舎前

9:30-10:15 I 志津川 集会所前

10 ・ 25-11:00 I 団地ストア横

13:30-14:15 1 八反地 集会所前

14:25-15:10 I 西岡 集会所前

15:20-16:00 I 丹生谷石油機

16:05-16:30 I 自衛隊官舎内

9:30-10:10 1 1王l 窪 集会所前

10:20-11:00 1 掘池 集会所前

1l:1O-12:00 I 牛淵 集会所前

13:30-14:30 1 牛洲団地 第二集会所前

14:35-15:30 I 上樋団地 朝比奈酒店前

15:35-16:30 I 播磨台団地集会所前

(注)運行 日 が月服目、第三 日眼目、祝 日 にあたる場合でも運行します。

場所

北野台団地集会所前

新村 農協支所横

北野回 集会所前

南野間 集会所前

上村 石丸商店前

農協支所前

下林 宮ノ段集会所前

別府集会所前

高橋商店前

横根集会所前

下林 八幡集会所前

上 林 二ノ瀬集会所前

公民館前

五木松集会所横

菅野商店横

中筋集会所前

時間

9:30-10:30 

10:40-11:30 

13:30-14:20 

14:30-15:20 

9:30-10:10 

10:15-11:00 

II : 10 -II : 50 

13: 30 -14 : 20 

14:30-15:20 

15:30-16:20 

9:30-10:15 

10:25-11:10 

II : 20 -12 : 00 

13:30-14:10 

14:15-15:00 

15:10-16:00 

毎月 22 日

毎月 25 日

毎月 27 日

日

毎月 15 日

毎月 17 日

回巡

毎月 20 日

新刊図書案内
〈哲学) 0 教養の心理学一村田孝次o天 と地と の シ ン フ こと一水野正夫 0 コット ン ワーク 12か月 の手づく りブ

ォ ニイ ー犬養道子 o生きがいの探求一出口日出磨く歴 ッ ク 野田恭子 0 私の菜園お料理暦一佐藤光代o新感

史・地理) 0 武家 と天皇一今谷明 0 日本史の謎と怪異一 覚の簡単京風おかず一桑原桜子〈産業) 0 イチゴの作業

桑田忠親0 ヨーロ ッパが面白い(上) ・ (下) 一紅山雪夫 o 便利 l限一伏原肇 0花と植木の肥料百科一園芸手帖編集

2時間登T頁の山一森田秀巳〈社会科学) 0砂漠を緑に一遠 部 o 魚読本一消費生活研究所o熱帯魚繁殖の実際一同

山柾雄o 香港返還一小木哲朗 o 太平洋の世紀(上) フ 田要 o 電気通信革命 北原安定 0 ハーフザの事典一北野

ラ ン ク ・ ギブニー 0東南ア ジアの現在一宮本謙介0 自由 佐久子〈芸術・スポーツ) 0 美術鑑定事典一野間清六 0私

時間、 真の豊かさを求めて 内田弘 o夫婦別姓への招待 の好きな美術館一日本放送出版協会 o 良寛の書の世界

一 高橋菊江o 手話のハンドブ ッ ク一篠田 =郎〈自然科 一小島正芳 o サ ッ カ 一 石井義信 o 山歩き始めました

学・医学) 0バイオテク ノ ロ ジ一一村ー上和雄0 山草入門 一鷹沢の り子〈文学) 0 日本語はすてき一俵万智 o絵本

太田寓里 o よくわかる中国医学 と 漢方薬一池永優美 徒然草 (上) ・ (下)一 吉田兼好 o李良枝全集一李良枝o深

子 0 中国式マ ッ サージー呉大才 0 生き る ことの質 日 い河一遠藤周作0 マディソ ン郡の橋ーロパー ト・ジェー

野原重明 0梅のネ~Il秘一松本紘斉 〈家政学) 0着るという ムズ・ ウォラー

〔今月の標語〕

すべてよき書物を読むことは、 過去の最もすぐれた人 町立図書館は、 8月四日まで
と会話をかわすようなものだ 午前日時~午後7時30分の間

(デカルト)
開いています。ご利用下さい。



学
校
だ
よ

O

⑨

プ
ー
ル
聞
き

上
林
小
学
校
で
は
、
昭
和
三
十
八

年
に
町
内
で
最
も
早
く
プ
l

ル
が
完

成
し
、
児
童
の
泳
力
向
上
に
役
立
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
十

年
余
の
歳
月
の
た
め
老
朽

化
が
激
し

く
な
り
ま
し
た
。
学
校
・
地
域
の
方
々

の
要
望
に
対
し
、
町
当
局
が
答
え
て

く
だ
さ
り
、
平
成
四
年
度
末
に
待
望

の
プ
ー

ル
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
四
月
二
十
日
に
は
、
関
係
者

多
数
の
出
席
の
も
と
落
成
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
六
月

二
十
七
日
に
は
、
プ
ー

ル
落
成
を
記
念
し
て
、
プ
ー

ル
聞
き

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
プ

ロ

グ
ラ
ム
の
主
な

も
の
は
、

O

水
中
鈴
割
り

O

水
中
玉
入
れ

O

た
ら
い
競
漕

O

水
中
宝
き
が
し

O

水
中
網
引
き

0
+臭
昨
陀水
、
永

1
1
1
1
 

で
し
た
。

水
中
鈴
割
り
で
鈴
が
割
れ
た
瞬
間
、

児
童
か
ら
も
観
客
か
ら
も
大
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

高
学
年
の
た
ら
い
競
漕
で
は
、
二

人
が

「

は
ん
ぎ
り

」

に
乗
り
込
み
、

か
い
で
漕
い
で
競
争
を
し
ま
し
た
が

、

思
う
方
向
に
進
ま
ず
、
悪
戦
苦
闘
を

し
ま
し
た
。
観
客
か
ら
は
、
声
援
と

園 17 ・2tレすめぶ

あれっ、進まんぞ!?

笑
い
の
渦
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
曜
参
観
を
兼
ね
た
、
プ

ー

ル
聞

き
は
、

地
元
の
方
々
の
御
協
力
を
得

て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ー

ル
で
の
行
事
が
終
わ
っ
た
後
、
運
動

場
で
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ー

ル
聞
き
は
、
児
童
に
と

っ
て
思
い
出

に
残
る
行
事
と
な
り
ま

し
た
。
児
童
は
、
新
し
い
プ
ー

ル
を

最
大
限
に
利
用
し
て
、
体
力
つ
く
り

に
役
立
て
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

(
教
頭
高
谷
宏
)

景全校学

守 '::.I ~ .相:拭 h

~-一一帽園田ーι園田園

ヨイショ/ヨイショ/

所
在
地

重
信
町
大
字
上
林
甲
二
五
六
五

生
徒
数

一
年

九
人
・

二
年

十
三
人

三
年
十
六
人

・

四
年
十
一
人

五
年
十
二
人

・

六
年
十
一
人

総
数
七
十
二
人

教
職
員
数

明
星
方
夫
校
長
以
下
十
人

創
立明

治
八
年

(南
林
小
学
校
と
し
て
)

※
次
回
は
、

北
吉
井
小
学
校
の
予
定

で
す
。
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祭観原河横 8月 28 日比) 午後6時~10時

(雨天の場合、翌29 日(日))

場 所 績河原河川敷広場

花火打ち上げ(予定)

第 l[ii]目午後711寺40分

第2@] 目午後8時20分

(それぞれ約30分間で、全部で約1500発用意)

いもたき

升府約200)市 ・ 要予約

(ご予約は、お早目に)

フォトコンテスト

メ切り 9月末

発表 10月上旬

俳句会

東iE消防署前会場にて

このほか、盆踊りやたくさんの露店もあります。

当 日は、かなりの混雑が予想されます。皆様のこ。協力を

お願いします。

問い合わせ・予約先

fi64-6007 

横河原商工連盟

会長藤田吉康

時日月

愛
媛
大
学
医
学
部

市
民
健
康
講
座

対

象
一
般
社
会
人

目
時九

月
十
一
日
出

十
四
時
l

十
六
時

場
所愛

媛
大
学
医
学
部

第

一
臨
床
講
堂

(
温
泉
郡
重
信
町
大
字
志
津
川
)

テ
l

マ
く
す
り
の
話

講
師
及
び
内
容

司
会

附
属
病
院
長

約
二
七
O
名

杉1 1
原

尚
I I)~ 

く
す

の
効
き

福変安
田わ υ

る
f呆と

き

薬
剤
部
教
授

J
糸
の
正
し
い
服
用
の
仕
方

(
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
か
ら
ア

薬
剤
部
副
部
長
家
出
中
稔

受
無 講
料

料

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
大
学
医
学
部

総
務
課
庶
務
係

官
六
回
l

五
一
一

一

内
線
二
O

一
三
・

二
O

一
四

平成5年度国家公務員採用試験
〈高枝卒業程度〉

重信 町教育相談室

試験の種類 申込受付期間 第1次試験日

1flJ 務 呂 10 月 10 日(日)

入 国 警 古市 官
8月 20 日 (翁

皇 ，にr-，コ" 議 待I 目

9月 2 EI 休) 1 0月 3 日(日)
航空保安大学校学生

海上保安 学校学生

海上保安大学校学生 9月 2 日(本)
11月 6 1:1 (土)
11 月 7 日(日)気 象大学校学生 9月 14 日(火)

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設していま

す。 気i lil にご相談下さし、 。 秘密は厳守します。

詳しいお問い合わせについては

干760 高松市松島町1-17-33

人事院四国事務局 第二課試験係まで

宮 (0878)3 1-4765

月 日 相談員

4 武智道子

11 林 卜 シ子
8 

池川 敏朗|18 

25 水田敏贋

1 大森敬子

8 高須賀利清
9 

22 井上勝美

29 近藤栄宏

毎週水曜日

13:00-17:0。

図書館3階

64 -3437 

電話でもよい

し、直接来 ら

れでもかまい

ません。 子供

か らの電話も

受け付けてい

ます。

日時

所
話
法

場
電
方
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開
局
グフ

ジ
ゆ
る
ぎ
の郵

便
局

六
月
三
十
日
、
フ
ジ
重
信
店
内

に

「

フ
ジ
ゆ
る
ぎ
の
郵
便
局

」

が

開
局
し
ま
し
た
。

局
長
以
下
回
人
の
小
さ
な
郵
便

局
で
す
が
、
四
国
で
も
珍
し
い
郊

外
型
無
集
配
特
定
局
で
す

。

町
内

の
郵
便
局
と
し
て
は
、
六
つ
め
の

局
と
な
り
ま
す
。

「

ゆ
る
ぎ
の
」

の
名
称
は
、
今

の
。
内
川
。
の
古
名
に
由
来
し
て

お
り
、
地
域
と
も
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す

。

ま
た
、
語
感
が
よ
く
て

雅
や
か
な
響
き
を
も
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
名

付

け
ら
れ
ま
し
た
。

取
り
扱
い
時
間
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、
フ
ジ
の

定
休
日

は
、
郵
便
局
も
休
み
で
す

。

こちら情報局

。
私
た
ち
職
員
一
問
、
明
る
く
、

親
し
み
の
も
て
る
、
お
客
様
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
郵
便
局

と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す

。
皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す

0
0

フ
ジ
ゆ
る
ぎ
の
郵
便
局
長

~ 平 日 土・ 日 ・祝日

重R 使 10:00-18:00 10: 00 -18: 00 

貯金 ・保険 10:00-17:00 取り扱いません

10:00-17:00 
ATM 

10:00-18:00 
ただし、 1/1-3、

(現金自動 5/3-5取り扱い
1頒:f1、機) ません

H
た
す
け
て
え
/
H
言
え
る
よ

職員のみなさん

双
葉
保
育
所
(
奥
村
久
子
所
長
)
で

は
、
夏
の
水
の
事
故
に
備
え
て
、
人

工
呼
吸
法
や
水
難
救
助
法
の
講
習
会

を
行
い
ま
し
た

。

保
母
さ
ん
た
ち
は
、
大
人
や
赤
ち

ゃ
ん
の
人
形
を
使
っ
て
、
東
温
消
防

署
員
の
指
導
の
も
と
、
人
工
呼
股
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
に
挑
戦
し
ま

し
た

。
ま
た
、
園
児
た
ち
は
、
危
険
な
所

に
は
近
よ
ら
な
い
よ
う
に
、
お
ほ
れ

て
い
る
人
を
見
つ
け
た
と
き
に
は
、

大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
よ
う
に
、
と
説

明
を
聞
き
ま
し
た

。

か
わ
ら
版

※ 8月は 、 23 日、 2'1 日、 31 日がf*みです。 (~64 - 1505 )

陶
芸
教
室
ロ
ビ
l

展

七
月
五

日
、
六
日
、
陶
芸
教
室
で

は
、
町

民
会
館
一
階
で
グ
ロ

ビ
l

展
。

を
開
き
ま
し
た

。
二
日
間
と
い
う
短

い
展
示
で
し
た
が
、
会
館
を
訪
れ
た

人
た
ち
の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た

。

こ
れ
か
ら
は
、
秋
の
町
文

化
祭
に

む
け
て
、
作
品
づ
く
り
に
頑
張
り
た

い
そ
う
で
、
文
化
祭
の
初
日
に
は
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
セ

ー

ル
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

連
絡
先
佐
伯
紀
久
子宮六

四
|

一
二
八
七

角
田
綱
義

宮
六
四
l

三
三
四
二

今
月
号
は
、
名
誉
町
民
祝
賀
会
を

特
集
し
ま
し
た

。

名
誉
町
民
は
、
町
の
条
例
に

基
づ

い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
か
重
信
町
名
誉

町
民
条
例
。
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
五
十
二
牛
の
こ
と

。

以
来
、
名

誉
町
民
に
称
せ
ら
れ
た
方
は
、
今
回

の
束
村
前
町
長
で
三
人
と
な
り
ま
す

。

ち
な
み
に
、
第

一
号
は
、
初
代
重

信
町
長
高
須
賀

治
利
さ

ん
(
志
津

川
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
授
与
)。
第

二
号
は
、
元
高
野
山

真
言
宗
管
長
・

総
本
山
金
剛

峯
寺
座
主

森
寛
紹
さ

ん
(
牛
洲
出
身
、
昭
和
五
十
六
年
十
二

月
授
与
)
で
す

。

と
こ
ろ
で
、
今
年
は
例
年
に
な
い

長
雨
で
う
ん
ざ
り
。
や
っ
と
晴
れ
た

と
思
っ
た
ら

、

真
夏
を
思
わ
せ
る
抗

暑
に
く

っ
た
り

。
季
節
の
先
取
り
の

取
材
も
ま
ま
な
ら

ず
、
。
青
い
け
し
。

に
ホ
y

と

一
息
で
し
た

。

で
も
、
本
紙
が
皆
さ
ん
の
お
手
元

に
届
く
こ
ろ
に
は

、

も
う
秋
の
気
配

が
た
だ
よ

っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

'
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宮古乙けのぶ圃 20 ・

聞
同
宣
囚
白
昼
圃

出
生
(
お
め
で
と
う
グ
)

七
月
十
日
届
出
分

志田志 i王l 徽上樋志牛上北桜 住

i宰 i掌 i原iiJ ì幸 町. 1原可
川窪川|窪 林口 川 淵林田 所

今北池井村日 j度宮中 山 根県
保

峰村岡山上野部 川 岡内井玉
護

訓丈 fiE 英 修博塗{変 者
聡夫 H青二広世It wt! 司富司勉夫

1'i.昇紗 i~t 周 美勇奈朋 出
理 葵遼舞 生
香太耶 dl，平 樹輝 子代 児

666666666666  生年月
22 16 16 16 15 14 14 11 11 10 3 3 日

死
t
(
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
)

上下北回牛北西田 住
野 野

林林間窪洲田岡窪 所

森井岡池綴松松丹 {呆
上回田木田下生

谷 護
正誠 直耕俊

者定記司誠人治二斉

優香航 者11 駿千刑l 武結 出
生

星 花司 尋之司衣 児

7 6 6 6 6 6 6 6 生年月
2 26 25 25 25 25 25 24 日

機北見志上西上下志 住

河原 野奈津 津
田良川村岡村林川 P.!T 

大上池宮倉 臼大岩槌伊 氏河悶川 石窪田杉藤
、、、 ヨヨヨ

キ寅 武惣シキリサ
名子音情彦市ヱヨエヨ

80 93 71 87 84 70 99 75 75 

7 666  666  6 6 事1: 1
て=
(J) 

1 30 29 24 16 15 13 10 9 日

感'.

ヒマラヤの神秘.1F

〈学名:ネコノプシスベトニキフオリヤ〉

久万町の山草愛好会の方が、はるばる

ヒマラヤから持ち帰った、「青いけし」で

す。日本では限られた地方しか育たない

そうです。

行事名

ツベルタリン反応検査

l 附\ H 4年6月 l 日 - H5年5月 31日生まれの者 114: 00-14: 30 1 町 長
(生怯3ヶ月以上4才未満のBCG未接種者も含む)

健診結来報告会

健診受診者

ツベ/レクリン反応判定・ BCG核種
¥ 14 : 00 -14 : 30 ¥ Inr 

ツベルクリン反応の結巣陰性者

お話し会
4 出卜一一一一一

健康相談

当番医 藤石病院
5 但) f ーーーーーー ーーー ー

成人ノぐレーポーノレ大会

おとしより健康相談室 要予約
6 伺) f 

結核・肺がん2次検診〈各地区〉

何がん・大腸がん検診

40才以上の方 (8 日まで)
7 (刈卜一一一一一一ー一一ーー ー一一一一一一一一一 一一一一一

‘ベルクリン反応;検査(蒋)

9~3 日 γべル7 '1 ノ反応判定的結果J純白珪陽性者

巡回一日赤 卜字 1 13 ・ 00-16: 30 1 町民 会館

重信町中央レディース学級パッチワーク(1 ) 1 9: 30ー | 
8 附 l' ーー ーーーーーーーーーー一一一一一ーーーー四ーー ' j --"-~::'~ --------j 

I才6 ヶ月児健康診1l: 1 . _ . __ •.. __ 1 
1 1 3:30- 1 4 ・ 301 町民会館

H4年l 月・ 2丹生まれの者 1 - - . - - _..  - - 1 

行政心配ごと相談所 B ー

‘ベルタリン反応判定 ・ BCGt安部t(再)
9 附|

ツベlレ 7 リン反応の結果陰性者

中央料理教室

不燃ごみ回収日

目重信町中央レディ ース学級パッチワーク(2 1 1 9 ・ 30- 1 
10自治 I-~.:::: ーーーーーーー--- -ーーーーーーーーーーー : j ----_:-: --------j 

|第3図重信町人被講座 1 1 

|秋の天体観測① 119 : 30- 1 図 書 館

役場開庁日

4 当番医 西本整形外科 重信町回復 fi64-1611 
12(8) ↑承る英語副長dゴヰ一的 EI 一一一一rω1: 30二一一一一 -11図ー一一語一一 -fri

| 胃 がん ・大紛がん検診 1 _.  __ _ . __ 1 

1 .:.~ :.~ .- "_"'.~ . :- -:_--: _ , 1 7: 30-9: 30 1 町民会館
13伺) 1 40才以上の方(14 EI ま で) l' . -- -' --1 

婦人5団体~rt!居老人慰問等準備会 1 1 

婦人5団体独居老人・寝たきり老人慰!日11 1 
14('lﾒ 1 ~ー一ーーーーーーーーーー一一ーーーーーーーーー:j ----::.:. --------j 

重信町中央レディース学級パ yチワー;7(3) 1 9: 30-

敬老の日

15(*l\祝日のため、ごみ収集休みます。 18 日 wに出して下さ L 、。

当番医 震信クリニソク 重信町志津川 fi64-1188 

世tt診結果報告会

世tt診受診者
16(村ト一一ー ー一一一一一一

'j!1 がん・大紛がん検診

40才以上の;/1(17 日まで)

福寿大学
mお|ー

天文講座④(養成コ ース)

お話し会
18ωI-::~: 

健康相談

当 :ffi:医 商村内科

19旧) \天文講座@(養成コース)予備日
重信中学校巡動会

健診結巣報告会

20侭) I 健診受診者
リハビリ教室
心配ごと相談所

221村|乳児健康診資

H4年11 月・ H5ip2 月 ・ 5月生まれの者

秋分の日

祝日 のため、 ごみ収集休みます。 27 日 (月)に出して下さい。
23附トーー

当番医 辻11 循環総科・内科 重信町問復 fi64-0013 
1長:-;f\~長説話副会一 一一一一一 1一一一一一一一 r

パ l 不燃ごみ回1収日
25仕11
】|役場開 IT'日

| 当番医 岸本医院 川内脚]北方 fi66 -5670
2佃) ~面言語言論司副州|副長l一一一一一一一r

引 E 健康相談〈各地区> 1 1 

世E様相談〈各地区> I 
健康相談〈各地区>

国民健康保険税第3矧納期限

館{

館

所

会

会

J島

民

liIJ 

9 : 30-11 ・ 00 1 IIIJ 

時

2 I村

日月

館

14 : 00 -15 : 00 1 図書館

9: 00-11 ・ 001 役場保健姉 室

重信町志津川 fi64-1234 
8:-3ﾕ:': ------1 

ー14 : 00三 !~_:_~O_ U主検慢 mt Mìi 享

町長会館

IIIT 民 会館

会民

7 : 30-9: 30 

14: 00-14 : 30 

3~封

役場2階会議室

町民 会館

13 : 00 -15 : 00 

14:00-14:30 
9 

11はj

上林公民館

町民会館

9 : 30-11 : 00 

7 : 30-9: 30 

13: 30-15: 30 
百了 30二ーーーーーー|直一一五ーー -ii

14 : 00-15 : 00 1 図書館

900-11 ・ 00 1 役場保飽締室

重信町志津川 fi64-2461 

19 :持三- -二Tt$二二者二二頭

南野田公民館[

lIIT 民会館

役場2際会議室

町 民会館

9 : 30-11 : 00 

13:30-15:30 

13 : 00 -15 : 00 

13: 30-14 : 30 

月

間
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